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人
と
の
つ
な
が
り

こ
の
た
び
、
最
も
世
間
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
言
葉
は

「三
密
」
。
「現
代
用
語
の
基
礎
知
識
選

の
２
０
２
０
ユ
ー
キ
ヤ
ン
新
語

。
流
行
語
大
賞
の

ト
ツ
プ
テ
ン
」
が
発
表
さ
れ
、
年
間
大
賞
に
は
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
避
け
る

べ
き
行
動

（密
閉
、
密
集
、
密
接
）
を
表
し
た
言

葉
が
輝
い
た
。

「今
年
の
漢
字
」
と
し
て
２
０
２
０
を
表
す
漢

字
は

「密
」
に
決
ま

っ
た
と
日
本
漢
宇
能
力
検
定

協
会
が
発
表
し
た
。
前
年
は
新
元
号

「令
和
」
を

迎
え
た
こ
と
か
ら

「令
」
が
選
ば
れ
た
。

こ
の

「密
」
に
つ
い
て
、
清
水
寺
の
森
清
範
貫

主
は
、
馬
密
』
に
は
親
し
む
と
い
う
意
味
が
あ
る
ｃ

心
の
中
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
持
ち
、
来

買秋

恵
美
子

静

現
代
俳
句
協
会
副
会
長

年
は
い
い
年
で
あ
る
よ
う
祈
り
た
い
」
と
大
勢
の

人
々
に
呼
び
掛
け
た
ｃ

人
と
の
つ
な
が
り
、
繋
が
り
っ
て
ど
う
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
辞
書
に
は
、　
つ
な
が
る
こ
と
、
ま
た

つ
な
が
っ
た
も
の
ｃ
結
び
つ
き
、
血
縁
関
係
。
き

づ
な
。
ま
た
、
離
れ
て
い
る
も
の
が
結
ば
れ
て
ひ

と
続
き
に
な
る
こ
と
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
今
の
私

達
人
間
関
係
で

一
番
薄
れ
て
い
る
も
の
だ
。　
コ
ロ

ナ
禍
の
殺
伐
と
し
た
時
代
の
中
で
、

一
人

一
人
が

自
分
勝
手
に
思
う
が
儘
に
振
る
舞

っ
て
い
る
。
他

人
様
に
対
す
る
迷
惑
な
ど
気
に
も
掛
け
な
い
。

要
す
る
に
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
他
の
人
は
ど
う

な
ろ
う
が
構
わ
な
い
の
で
あ
る
。
公
共
の
施
設
内

で
も
、
自
分
は
マ
ス
ク
を

つ
け
た
く
な
い
か
ら
と

ど
こ
ま
で
も
勝
手
な
行
動
を
と
る
の
で
あ
る
。

も
し
か
し
た
ら
、
自
分
自
身
が

コ
ロ
ナ
の
保
菌

者
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
。

欧
米
の
よ
う
な

ロ
ツ
ク
ダ
ウ
ン

（都
市
封
鎖
）

に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
市
民
生
活
は
大
き
く
制

限
さ
れ
重
大
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

ウ
イ
ル
ス
も
怖
い
が
、
も

っ
と
怖
い
の
は
、
そ

れ
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
的
な
混
乱
と
破

綻
で
あ
る
ｃ
こ
れ
ま
で
の
幸
せ
な
家
族
、
暮
ら
し

が

一
夜
に
し
て
破
綻
の
淵
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
。
失
業
、
倒
産
、
生
活
破
綻
等
、
深
刻
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
に
頼

つ
て
ば
か
り
で
は
駄
目
だ
。

今
こ
そ
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
イ
ス
タ
ン
ス
を
保
た
ね
ば
な
ら

ぬ
時
代
で
は
あ
る
が
、
そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
尚

更
、
人

へ
の
思
い
や
り
、
絆
を
深
め
て
い
き
た
い

も
の
で
あ
る
。

幸
い
、
私
達
に
は

「俳
句
」
と
い
う
、
言
う
に

言
わ
れ
ぬ
宝
物
が
あ
る
ｃ

私
は
常
に
俳
句
に
関
わ

っ
て
い
ら
れ
る
幸
福
を

感
じ
て
い
る
の
「俳
句
が
あ
れ
ば
」
と
思

っ
て
い

る
。
俳
句
に
詠
め
な
い
も
の
は
無
い
の

俳
句
を
介
し
て
様
々
な
方
と
出
会
え
た
。
そ
の

こ
と
こ
そ

「絆
」
で
あ
る
と
信
ず
る
。
今
は
そ
の

大

。
小
の
絆
を
大
切
に
し
て
、　
コ
ロ
ナ
明
け
の
時

代
を
謳
歌
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。



令
和
三
年
度

（第
二
十
七
回
）

定
期
総
会
↓
役
員
会

へ
委
任

令
和
三
年

一
月
三
十
日

（土
）

於
　
静
岡
市

「あ
ざ
れ
あ
」
会
館

令
和
三
年

一
月
二
十
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
静

岡
県
現
代
俳
句
協
会
総
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
が
尋
常
で
は
な
く
、
静
岡
県
よ

り
外
出
自
粛
要
請
も
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

全
員
が
集
合
し
て
の
総
会
の
開
催
は
回
避
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
総
会

へ
の
委
任
状
が

出
さ
れ
て
い
た
方

々
に
加
え
、
出
席
予
定
で
あ

つ

た
会
員
の
方

々
に

つ
い
て
も
、
「役
員
会
」

へ
の

委
任
が
な
さ
れ
た
と
い
う
手
続
を
も

つ
て
、
当
日

出
席
可
能
な
役
員
に
よ
り
、
下
記
の
事
項
に
つ
き

決
議
、
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

静
岡
県
現
代
俳
句
協
会
会
員
数
　
　
　
　
９９
名

当
日
出
席
者
及
び
委
任
状
提
出
者
の
数
　
７２
名

内
規

一
条

（決
議
要
件

¨
委
任
状
を
含
め
、
会
員

の
過
半
数
を
も

つ
て
総
会
は
成
立
す
る
）
に
よ
り
、

総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
す
で
に
、
定
期
総
会
と
連
絡

事
項
の
資
料
、
俳
句
大
賞

・
俳
句
大
会
の
募
集
要

項
、
応
募
用
紙
等
が
お
手
元
に
郵
送
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
〓
ご
確
認
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
、́

令
和
三
年
度
静
岡
県
現
代
俳
句
協
会

定

期

総

会

議
　
事
　
協
議
事
項

（
一
）
令
和
三
年
度
事
業
報
告

（二
）
令
和
二
年
度

一
般
会
計
報
告

（三
）
令
和
二
年
度
会
計
監
査
報
告

（四
）
役
員
人
事
に
関
す
る
件

①
事
務
局
長
の
交
代

退
任
　
一秋
山
　
栄

一

新
任
　
つ
げ
　
葉
子

②
常
任
幹
事
新
任
　
鈴
木
　
邦
子

幹
事
新
任
　
　
　
一秋
山
　
栄

一

（五
）
令
和
三
年
度
事
業
計
画

（案
）

（六
）
令
和
三
年
度

一
般
会
計
予
算

（案
）

役
員

の
任
期
は
、
令
和

三
年
度

一

令
和
三
年
度
も
継
続
さ
れ
ま
す
■

一

り
ま
し
た
の
で
、
下
記
に
掲
載

い
た

」
「
一̈
イ́
一ヽ一
一
´
ご
、

一一一
一、人　
一
、　́
ｒ　́
（〓

ヽ
し　ご
ヽ
一‥
　
．

【役
員
会
構
成
役
員
】

〈
ム
　
長
　
　
滝
浪
　
　
武

副
会
長
　
　
東
城
　
保
子

〃
　

　

秋
本
恵
美
子

〃
　

　

鈴
木
あ
さ
子

事
務
局
長
　

つ
げ
　
葉
子

常
任
幹
事
　
花
房
　
な
お

〃
　

　

加
用
　
一昌
夫

〃
　

　

鈴
木
　
邦
子

編
集
部
長
　
田
中
由
美
子

会
計
部
長
　
佐
藤
　
未
来

【
そ
の
他
役
員
】

会
計
監
査
　
植
田
し
づ
子

〃
　

　

永
井
千
恵
子

特
別
顧
問
　
植
田
　
　
密

顧
　
　
問
　
金
子
　
　
徹

〃
　

　

植
田
　
次
男

〃
　

　

平
野
摩
周
子

〃
　
　
　
田
中
　
　
陽

〃
　

　

新
庄
　
佳
以

【
地
区
幹
事
】

東
部
　
山
岸
文
明

・

渡
辺
郁
子

・

〓
〓
一　
鈴
木
和
枝

・

戸
矢
津
明
子

西
拭
　
岡
部
木
青

・

羽
田
知
行

・

一

（静
岡
市
）

（沼
津
市
）

（静
岡
市
）

（袋
井
市
）

（浜
松
市
）

（伊
豆
の
国
市
）

（藤
枝
市
）

（浜
松
市
）

（富
士
市
）

（小
山
町
）

（浜
松
市
）

（袋
井
市
）

（浜
松
市
）

（富
士
市
）

（牧
之
原
市
）

（湖
西
市
）

（島
田
市
）

（静
岡
市
）

望
月
富
子

渡
邊
弘
美

川
崎
里
子

・
萩
山
栄

一

喜
多
周
子

・

久
田
洋
子

・ ・
風
岡
俊
子

宮
下
艶
子

駒
田

一
草

松
本
重
延

そ
の
他
連
絡
事
項

①
第
十
二
回

「静
岡
県
現
代
俳
句
大
賞
」

募
集
に
つ
い
て

②
静
岡
県
現
代
俳
句
協
会

「俳
句
大
会
」

募
集
に
つ
い
て

③
年
会
費
納
入
の
お
願
い

の



轟
旬
会
●
互
選
結
果

父
尋
一一薫
百
紙
上
彎
Ｃ

Ｈ
点
　
息
災
な
り
冬
至
南
瓜
を
真
二
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
東
城
　
保
子

１０
点
　
裸
木
や
ア
カ
ペ
ラ
と
い
ふ
豊
か
さ
よ
　
　
　
　
　
　
松
本
　
重
延

９
点
　
た
と
ふ
れ
ば
行
書
の
く
ら
し
鍬
始
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
文
明

９
点
　
誰
も
来
ず
た
ゞ
冬
薔
薇
の
棘
が
刺
す
　
　
　
　
　
　
鈴
木
あ
さ
子

９
点
　
レ」
ん
げ
ん
の
旅
の
途
上
に
い
て
し
ぐ
れ
　
　
　
　
　
滝
浪
　
　
武

９
点
　
真

っ
新
に
な
れ
た
気
が
す
る
寒
九
の
水
　
　
　
　
　
水ヽ
井
千
恵
子

９
点
　
喰
積
や
近
く
て
遠
き
母
の
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
げ
　
葉
子

８
点
　
再
会
の
予
感
満
ち
く
る
福
寿
草
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
由
美
子

８
点
　
マ
ス
ク
に
も
余
所
行
き
の
あ
り
冬
薔
薇
　
　
　
　
　
松
下
　
允
子

７
点
　
大
嵯
ご
と
抜
け
ち
ゃ
っ
た
僕
の
核
　
　
　
　
　
　
　
花
房
　
な
お

７
点
　
ゆ
つ
く
り
と
生
き
や
う
と
決
め
初
日
の
出
　
　
　
　
鈴
木
　
邦
子

６
点
　
中
天
の
寒
月

っ
か
む
梯
子
欲
し
　
　
　
　
　
　
　
　
加
用
　
一昌
夫

４
点
　
塩
壺
が
か
ら

つ
ぽ
釣
瓶
落
し
か
な
　
　
　
　
　
　
　
滝
浪
さ
ち
子

４
点
　
着
ぶ
く
れ
の
売
り
子
に
声
を
掛
け
ら
る
る
　
　
　
　
秋
本
恵
美
子

３
点
　
正
月
の
電
車
待

つ
吾
の
影
に
惚
れ
　
　
　
　
　
　
　
植
田
し
づ
子

３
点
　
火
打
石
擦

っ
て
も
擦

っ
て
も
寒
き
霧
　
　
　
　
　
　
植
田
　
　
密

３
点
　
身
に
入
む
や
肉
声
肉
筆
失
す
時
世
　
　
　
　
　
　
　
阿
久
津
明
子

３
点
　
命
日
と
し
て
元
日
を
迎

へ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
艶
子

３
点
　
初
場
所
の
仁
王
と
な
り
て
は
た
き
込
む
　
　
　
　
　
竹
　
　
美
玲

（以
下
　
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ｃ
）

コ
ロ
ナ
禍
に
あ

つ
て
文
学
散
歩
や
句
会
が
思
う
よ
う
に
行
え
な
い
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
。
編
集
部
に
残

っ
て
い
る
会
報
か
ら
、
今
回
は
、
か
つ
て
の
文
学
散
歩

Ｆ
詠
ま
れ
た
句
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
今
年
は
、
中
部
文
学
散
歩
が
実
現
で

き
ま
す
よ
う
に
と
切
に
願
い
な
が
ら
　
．

◆
秋
の
丸
子
路

（平
成
２２
年
度
）

枯
蟷
螂
据

（す
わ
）
る
宗
長
座
禅
石
　
　
　
　
仲
田
　
藤
車

み
な
俳
人
と
ろ
と
ろ
ど
ろ
ろ
と
ろ
ろ
汁
　
　
　
漆
畑
　
利
男

柴
屋
寺
ど
の
石
か
ら
も
秋
の
声
　
　
　
　
　
　
村
松
　
保
子

◆
浜
岡
砂
丘

・
御
前
崎
灯
台
周
辺

（平
成
２３
年
度
）

波
音
は
地
球
の
鼓
動
冬
砂
丘
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
　
弘
子

原
子
炉
が
砂
丘
に
ぬ
っ
と
日
向
ば
こ
　
　
　
　
植
田
　
　
密

石
蕗
の
花
原
発
の
海
青
す
ぎ
る
　
　
　
　
　
　
松
下
　
允
子

◆
修
善
寺

（平
成
２４
年
度
）

ひ
と
ひ
ら
の
紅
葉
を
た
た
む
懐
紙
か
な

り
ん
り
ん
と
尼
将
軍
の
冬
桜

頼
家
の
無
念
を
想

へ
冬
紅
葉

◆
三
保
の
松
原

（平
成
％
年
度
）

秋
蝶
の
神
の
道

へ
と
消
え
に
け
り

行
く
秋
の
海
は
大
き
な
帽
壺

灯
台
の
風
見
は
天
女
雁
渡
し

◆
田
子
の
浦

。
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

土
蔵
の
嘗
て
教
場
小
鳥
来
る

吉
住
　
達
也

後
藤
む
つ
子

谷
川
　
　
昇

か
ぐ
や
姫
の
地
ぞ
涼

々
と
囲
炉
裏
に
火

蘇
る
母
体
と
な
り
て
露
の
富
士

◆
日
本
平
動
物
園

（平
成
２９
年
度
）

飢
え
る
こ
と
忘
れ
る
暮
ら
し
秋
の
檻
　
　
　
　
滝
浪
さ
ち
子

身
に
入
む
や
動
物
園
に
人
の
檻
　
　
　
　
　
　
平馴
島
　
裕
子

象
の
鼻
揺
れ
て
色
な
き
風
渡
る
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
尚
美

◆
浜
松
城

（平
成
３０
年
度
）

発
掘
の
深
さ
を
覗
く
冬
帽
子
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
柚

空
井
戸
に
声
な
き
声
や
石
蕗
の
花
　
　
　
　
　
原
　
百
合
子

角
少
し
取
れ
て
小
春
の
野
面
積
み
　
　
　
　
　
水ヽ
井
千
恵
子

中
村
　
文
子

山
岸
　
文
明

田
口
ま
す
枝

（平
成
２８
年
度
）

下
田
　
恭
子

後
藤
む
つ
子

喜
多
　
周
子



原

百
合
子
句
集

「烏
瓜
」
紹
介

詩
魂
に
触
れ
て

1瀑

葉

子

原
百
合
子
さ
ん
が
満
を
持
し
て
第

一
句
集

『
鳥

瓜
』
を
上
梓
さ
れ
た
。

原
さ
ん
が
書
か
れ
た
文
章
を
思

い
起

こ
す
と
、

「俳
句
を
詠
む
と
い
う
こ
と
は
自
分
自
身
と
向
き

合
う
と
い
う
こ
と
」

「私
達

の
心
を
ゆ
た
か
に
し
て
く
れ
る
も

の
は
、

自
然
に
対
し
て
ひ
ら
く
心
の
深
さ
と
素
直
さ
」

と
い
っ
た
言
葉

の
数

々
が
浮
か
ん
で
来
る
。
拝

見
す
る
た
び
に
共
感
を
覚
え
、
本
句
集
を
貫
い
て

い
る
も

の
は
こ
う

い
つ
た
こ
と
な

の
だ
な
と
思
え

て
く
る
。

も
う
会

へ
ぬ
蝶
か
も
知
れ
ず
翅
開
く

生
き
て
飛
ぶ
綿
虫
が
ゐ
て
退
院
す

ま
く
な
ぎ
を
遊
ば
せ
て
ゐ
る
猫

の
耳

小
動
物
を
対
象
と
し
た
こ
れ
ら

の
句
を
拝
見
す

る
と
、
生
き
も

の
の
命
を
自
分
に
引
き

つ
け
て
、

人
間
と
同
じ
目
の
高
さ
で
作
句
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

鳥
瓜
入
日
の
赤
に
負
け
ら
れ
ず

鳥
瓜
赤
に
遺
巡
な
か

，
け
Ｆ

こ
れ
ら

の
句
に
お
い
て
は
、
対
象
物
に
更
に
深

く
自
分
自
身

の
心
象
が
投
影
さ
れ
て
い
る
ｃ
烏
瓜

に
託
さ
れ
た
、
作
者
の
静
か
な
闘
志
の
よ
う
な
も

の
す
ら
感
じ
ら
れ
る
ｃ
特
に
二
句
目
の
、
烏
瓜
と

い
う
具
象
か
ら
透
巡
と
い
う
抽
象

へ
の
展
開
は
す

ば
ら
し
く
、
ま
さ
に
百
合
子
ワ
ー
ル
ド
全
開
の

一

句
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二

・
二

・
六
迷
路
の
や
う
な
街
に
住
み

重
心
が
傾
き
だ
し
た
る
建
国
日

混
沌
の
地
球

へ
打
ち
ぬ
鬼
の
豆

黙
祷

へ
地
鳴
り
の
や
う
な
螺
の
声

こ
の
よ
う
に
、
社
会
事
象
を
詠
み
込
ん
だ
句
も

数
多
く
あ
る
。
感
動
の
核
心
が
し
つ
か
り
と
ら
え

ら
れ
、
そ
れ
を
的
確
な
言
葉
と
選
び
ぬ
か
れ
た
表

現
に
乗
せ
て
い
る
。

人
の
世
を
生
き
て
螢
に
呼
ば
れ
ゐ
る

紺
碧
の
空
よ
り
滝
の
生
ま
れ
け
り

言
葉
な
ど
い
ら
ず
芯
ま
で
夕
焼
け
て

寒
林

へ
や
は
ら
か
き
耳
持
ち
て
入
る

白
シ
ヤ
ツ
や
十
三
歳
の
志

人
生
を
俯
敵
し
た
句
、
詩
的
飛
躍
の
あ
る
句
等
々
、

ど
の
句
も
平
明
で
深
く
、
し
み
じ
み
と
読
み
手
の

胸
に
響
い
て
来
る
。

加
藤
撤
鄭
、
原
田
喬
、
九
鬼
あ
き
ゑ
の
師
系
に

連
な
り
な
が
ら
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
原
さ
ん
自
身
の

世
界
を
本
句
集

か
ら
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
健
吟
を
お
祈
り
致
し
ま
す
Э

よ
う
こ
そ
静
岡
県
現
代
俳
句
協
会

ヘ

新
会
員
の
紹
介

今
回
は
平
成
三
十
年
人
月
か
ら
平
成
二
十

一
年

四
月
ま
で
に
ご
入
会
さ
れ
た
方
々
の
作
品
で
す
。

静
岡
市
　
渡
邊
稚
江
代

穏
や
か
な

一
日
と
な
り
寒
四
郎

蒼
天
に
堂

々
の
富
士
冬
将
軍

早
春
の
四
方
眺
望
の
夢
テ
ラ
ス

静
岡
市
　
杉
山
　
昌
平

剪
定
の
広
げ
し
空
に
緑
差
す

木
偶
の
手
に
線
香
花
火
永
ら

へ
る

念
佛
の
寺
に
自
分
の
穴
惑
ひ

藤
枝
市
　
野
仲
と
も
子

団
栗
の
大
将
だ
れ
も
決
め
ら
れ
ず

神
鶏
も
祝
ふ

一
声
七
五
三

果

の
羽
音
立
て
ず
に
舞
ひ
降
る

浜
松
市
　
大
田
　
依
子

正
月
や
羅
漢
百
態
笑
ひ
出
す

原
発
の
父
の
海
よ
り
冬
の
虹

岩
鼻
に
渦
な
す
浪
や
椿
落

つ
　
　
　
　
　
・



令
和
三
年
度

一
　

趣

一ハ

投

句

料

七
　
選
　
　
考

人
　
選
考
委
員

十
一　
入
賞
作
品

五 四 三 二

応 募 締 対

秀   切

法 集  日 象

-1- -1‐  ―

十

1/Ll   =三    二二

投  後 主

句

先 援 催

十 九

表  賞

彰

第
十
二
回
　
静
岡
県
現
代
俳
旬
大
賞
　
作
品
募
集
要
項

主

　
催

　
静

岡
県

現
代

俳

旬
協
会

現
代
の
俳
句
を
探
求
す
る
方
向
と
姿
勢
を
持

つ
俳
句
作
品
を

広
く
募
集
し
、
年
度

の
大
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
顕
彰
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
３

協
会
員
に
限
ら
ず
静
岡
県
在
住
者
で
高
校
生
以
上
の
人

令
和
三
年
六
月
四
日

（金
）
必
着

十
句

（題
を
付
す
）

未
発
表
作
品

（十
句
と
も
）

Ｂ
４
判
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
の
右
頁
に
十
句
、
右
欄
外
に
題

名
、
左
頁
に
作
者

（姓
号
）
と
本
名
お
よ
び
住
所

。
電
話

・

Ｆ
Ａ
Ｘ
を
表
記
す
る
。

二
千
円

（高
校
生
千
円
）
定
額
小
為
替
を
作
品
と
共
に
同
封

選
考
委
員
会

（選
考
委
員
長
　
滝
浪
　
武
）

秋
尾
　
敏

・
対
馬
康
子

（以
上
　
現
代
俳
句
協
会
役
員
）

滝
浪
　
武

。
東
城
保
子

・
秋
本
恵
美
子

・
鈴
木
あ
さ
子

（以
上
　
静
岡
県
現
代
俳
句
協
会
役
員
）

大
賞
　
准
賞
　
奨
励
賞

（若
干
名
）

静
岡
県
現
代
俳
句
協
会
俳
句
大
会

（八
月
二
十
八
日
を
予
定
）

の
席
に
て
表
彰

表
彰
式
に
作
品
集
を
配
布
す
る
。
後
日
応
募
者
に
は
会
報
等

に
て
通
知

静
岡
県
現
代
俳
句
協
会

静
岡
県
俳
句
協
会
　
静
岡
新
聞
社

・
静
岡
放
送

〒
４
２
０
１
０
８
３
５
　
静
岡
市
葵
区
横
田
町

一
番
七
号

静
岡
県
現
代
俳
句
大
賞
事
務
局
　
　
滝
浪
　
武

電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
４

（２
７
３
）
７
９
１
０

令
和
三
年
度

一
　

日
　
時

一
一　
場
　
所

ハ

募
集
要
項

。
現
代
俳
句
協
会
会
員
に
限
る

。
二
句

一
組

（千
円
）

五
組
ま
で

。
未
発
表
作
品
に
限
る

・
用
紙
は
指
定
用
紙

（
コ
ピ
ー
可
）

作
者
の
氏
名

・
住
所

。
電
話
番
号
を
記
載

俳
句
二
句
ず

つ
を
分
け
て
書
く
事

。
投
句
料
　
定
額
小
為
替
と
し
作
品
に
同
封
す
る

投
句
締
切
日

〈
「
和
三
年
六
月
二
十
九
日

（火
）

（早
め
の
投
句
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
）

五
　
投
句
先

選
考
と
表
彰

出
席
者
全
員
に
よ
る
互
選

協
会
賞

。
優
秀
賞

。
秀
作

（十
名
程
度
を
表
彰
す
る
）

静
岡
県
現
代
俳
句
協
会
　
俳
句
大
会
募
集
要
項

主
催
　
静
岡
県
現
代
俳
旬
協
会

令
和
三
年
人
月
二
十
八
日

（土
）

午
後

一
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「あ
ざ
れ
あ
」

（予
定
）

〒
４
３
５
１
０
０
３
４
　
浜
松
市
南
区
安
松
町
六
三
―

一

静
岡
県
現
代
俳
句
協
会
事
務
局

つ
げ
　
葉
子
　
宛



与

へ
る
こ
と

静
岡
市
　
川
村
　
敬
三

密
を
避
け
心
の
密

の
初
旬
会

‐
両

受
け
る
よ
り
与

へ
る
こ
と
よ
実
手

問
ひ
掛
け
に
考

の
足
跡
木
守
柿

栞

浜
松
市
　
〓暑
多
　
周
子

自
ら
を
栞
と
し
つ
つ
冬
籠

鴛
喬
の
契
り
し
ま
ま
の
湖
な
か
ば

落
ち
な
が
ら
そ
れ
を
生
き
る
と
赤
椿

春
を
待
ち
て

袋
井
市
　
鈴
木
　
潤
子

き

っ
と
す
ぐ
ワ
ク
チ
ン
接
種

へ
日
脚
伸
ぶ

冬
萌
や
若
き
才
能
の
き
ら
め
き

女
と
か
男
と
か
な
ぞ
牡
丹
雪

母
の
手
際

袋
井
市
　
金
原
直
保
子

枇
杷
咲
け
り
空
家
レ
点
の
市
の
調
査

友
の
庭
蜜
柑
た
わ
わ
に
笑
顔
か
な

母
の
手
際
均

一
に
切
る
の
し
餅
を

引
鶴

静
岡
市
　
滝
浪
　
　
武

反
骨
の
山
塊
を
抱
き
春
の
雲

引
鶴
の
海
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
頭

春
の
野
に
漂
泊
ふ
と
こ
ろ
の
立
志

わ
が
俳
句
工
房

（９‐
）

一
　

壬
生
の
里

浜
松
市
　
鈴
木
　
邦
子

天
竜
川
の
鹿
島
橋
を
渡
る
と
旧
天
竜
市
に
入

る
。
今
は
二
俣
町
と
名
を
変
え
た
が
、
浜
北
区

の
外
れ
に
位
置
す
る
我
が
家
は
、
当
時
生
活
全

般
が
二
俣
町
で
事
足
り
た
。

画
家
の
秋
野
不
矩
、
本
田
宗

一
郎
、
寿
司
職

人
の
す
き
や
ば
し
次
郎
も
こ
の
町
中
を
歩
い
て

い
た
、
い
や
宗

一
郎
は
ポ
ン
ポ
ン
で
走
り
回
っ

て
い
た
か
と
思
う
と
嬉
し
く
な
る
。

こ
の
町
は
天
竜
川
に
よ
つ
て
栄
え
て
い
た
。

上
流
か
ら
の
筏
の
中
継
点
で
あ

つ
た
。
小
さ
な

町
で
は
あ
る
が
、
映
画
館
が
三
軒
あ
り
、
夜
中

ま
で
人
声
、
足
音
が
絶
え
な
か
つ
た
と
も
聞
く
。

切
腹
さ
せ
ら
れ
た
徳
川
信
康
の
御
廟
も
青
龍
寺

の
奥
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

筏
問
屋
田
代
家
が
、
天
竜
川
文
化
遺
産
と
し

て
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。
尺
余
の
欅
の
大
黒
柱

が
ど
っ
し
り
と
出
迎
え
て
く
れ
る
。
決
し
て
豪

華
な
建
物
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
住
ま
い
し
た

人
々
の
心
根
の
良
さ
が
伝
わ

っ
て
く
る
、
伸
び

や
か
な
、
安
ら
げ
る
建
物
で
あ
る
。
田
代
家
は
、

土
日
祝
日
の
公
開
で
あ
る
が
、
申
し
込
め
ば
平

日
で
も
句
会
が
で
き
る
ｃ
時
々
の
ん
び
り
と
庭

を
眺
め
に
出
掛
け
る
。

冬
よ
り
春

へ

浜
松
市
　
牧
田

極
楽
に
父
母
を
待
た
せ
て
日
向
ぼ

こ

川
二

つ
落
合
ひ
春
潮
の
み
づ
う
み

ヘ

コ
ロ
ナ
の
世
に
善
悪
は
な
し
い
ぬ
ふ
ぐ
り

春
愁
ふ

浜
松
市
　
久
田

ニ
ン
月
の
街
攻
め
て
く
る

マ
ス
ク
人

プ
リ
ズ
ム
の
屈
折
違
ら
春
惑
ふ

あ
の
人
の
日
裏
日
面
冴
返
る

治

子

洋

子



一
Ｌ
町
雄駈
営
只
　
前
号
の
「諸
家
近
詠
」
の
中
か
ら

静
岡
市
　
井
上
　
一化
風

戦
後
七
十
余
年
。
元
号
は
昭
和
、
平
成
、
令
和

と
移
り
、
今
年
は
令
和
三
年
。
今
や
人
月
十
五
日

は
セ
レ
モ
ニ
ー
と
化
し
、
戦
争
を
語
る
生

の
声
も

間
か
な
く
な

つ
た
。
し
か
し
、
今
あ
る
平
和
は
あ

の
時

の
、
大
き
な
犠
牲

の
上
に
な
り
立

つ
て
い
る

の
で
は
な

い
か
。
昭
和
史

の
点
と
な
り
ゆ
く
も
、

そ
の
点

の
意
味

の
大
き
さ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

そ
れ
を
思

い
起

こ
さ
せ
て
く
れ
る

一
句
で
あ
る
。

浜
松
市
　
植
田
し
づ
子

海
を
人
生
、
夕
焼
を
こ
れ
か
ら

の
後
半
生
と
し

て
表
し
た
の
で
し
よ
う
。
海
は
凪
の
時
も
あ
り
ま

す
が
高
波

の
方
が
多

い
で
す
。
で
も
、
こ
れ
か
ら

歩
く
道
は
力
強

い
大
夕
焼
が
待

っ
て
い
ま
す
。

先
年
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
が
夕
焼
で
真

っ

赤
に
染
ま
り
感
動
し
た
事
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

こ
の
句
は
人
生

の
大
な
る
風
景
を
捉
え
た
句
で

す
。
声
を
張
り
上
げ
鑑
賞

し
た
い
句
で
す
ｃ

静
岡
市
　
松
山
　
好
江

無
意
識
が
た
だ
よ
つ
て
い
る
と
い
う
見
立
て
に

瞳
目
。
水
族
館
で
の
水
母
に
は
何
故
か
癒
さ
れ
る
。

作
者
が
無
意
識
と
捉
え
た
そ
の
無
意
識
の
よ
う
に

思
え
る
水
母
の
浮
遊
が
人
の
心
を
和
ら
げ
癒
す
の

だ
ろ
う
。
将
又
、
超
然
と
只
管
浮
遊
し
て
い
る
か

に
見
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
水
母
の
生
き
る
術
か
も

知
れ
ぬ
。
作
者
は
水
母
の
生
態
を
も
示
唆
し
て
い

る
の
で
は
。
意
味
深
長
な
句
で
あ
る
。

富
士
市
　
田
中
由
美
子

日
本
で
は
古
来
か
ら
花
や
葉
、
根
、
本
の
樹
皮

等

の
植
物
染
料
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
ま
さ
に

「
万
葉
の
い
ろ
」
。
平
仮
名
書
き
の

「
い
ろ
」
は
、

優
し
い
風
合
い
の
草
木
染
に
よ
く
似
合
う
。
「春

風
の
い
ろ
」
は
桜
色
で
あ
ろ
う
か
。
京
都
嵯
峨
に

お
住
ま
い
の
染
色
家
、
志
村
ふ
く
み
さ
ん
に
よ
る

と
、
桜
色
は
、
花
が
咲
く
直
前
の
桜
の
樹
皮
を
山

か
ら
い
た
だ
い
て
染
め
る
と
、
淡
い
よ
う
で
し
か

も
燃
え
る
よ
う
な
強
さ
を
内
に
秘
め
た
深
く
落
ち

着
い
た
色
を
取
り
出
せ
る
そ
う
だ
。
句
か
ら
、
え

も
言
わ
れ
ぬ
美
し
い

「
万
葉
の
春
風
い
ろ
」
を
想

像
し
た
。

エ
ッ
セ
イ

こ
と
ば

富
士
市
　
望
月
　
一昌
子

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
自
粛
が
続
く
毎

日
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
許
せ
な
い
場
面
に

出
会

っ
た
。

３
密
を
避
け
る
た
め
に
、
家
〓
食
は
４
人

ま
で
」
と
悲
痛
な
声
で
呼
び
か
け
て
い
る
そ

の
最
中
に
、
政
府
の
高
官
と
著
名
人
８
人
の

料
亭
で
の
会
食
現
場
が
放
映
さ
れ
た
。
そ
の

中
の

一
人
は

「忘
年
会
で
す
」
と
は
つ
き
り

述
べ
て
い
た
。
後
に
、
こ
の
事
の
弁
明
に
当

た

っ
た
、
政
治
家
に
唖
然
と
し
た
。
彼
は
、

こ
の
会
合
を

「会
食
が
目
的
で
は
な
い
か
ら

許
さ
れ
る
」
と
言
い
放

っ
た
。　
一
瞬

「え
つ
」

と
思

つ
た
が
、
テ
レ
ビ
は
そ
の
ま
ま
流
れ
、

言
い
放

っ
た
彼
も
平
然
と
、
そ
の
場
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
満
足
げ
な
顔
で
あ
る
。

３
密
を
避
け
る
話
が
い
つ
の
ま
に
か

「会

食
」
に
橋
り
か
え
ら
れ
て
し
ま

つ
た
。　
一
国

を
揺
る
が
す
よ
う
な
こ
の
場
面
で
の
あ
ま
り

に
無
謀
な
こ
と
ば
の
発
信
と
、
そ
の
誤
魔
化

し
を
追
及
し
な
い
マ
ス
コ
ミ
に
、
こ
と
ば
を

愛
す
る
俳
句
の

一
人
と
し
て
許
せ
な
い
気
持

ち
が
高
ぶ

つ
た
ひ
と
時
で
あ

つ
た
。



〔事
務
局
だ
よ
り
〕

【行
事
報
告
】

令
和
三
年
度

開

催

日

開
催
場
所

議
　
題

・
令
和
二
年
度
事
業

・
会
計
報
告
等

・
役
員
人
事
に
関
す
る
件

・
令
和
三
年
度
事
業
計
画

・
会
計
予
算
等

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
上
ま
ら

な

い
中
、
県
よ
り
外
出
自
粛
要
請
等
も
出
さ
れ

た
た
め
、
役
員
会

へ
の
委
任
を
も

つ
て
、
総
会

は
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

【行
事
予
定
】

①
関
東
甲
信
越
静
ブ

ロ
ツ
ク
連
絡
会
議

開
催
日
時
　
未
定

開
催
場
所
　
東
京

②
第
十
二
回
静
岡
県
現
代
俳
句
大
賞
作
品
募
集

未
発
表
作
品
　
一
編
十
句

応
募
締
切
　
〈
「
和
三
年
六
月
四
日

（金
）

③
静
岡
県
現
代
俳
句
協
会
俳
句
大
会

開
催
同
時
　
〈
「
和
三
年
人
月
二
十
八
日

（土
）

十
三
時

開
催
場
所
　
静
岡
市

「あ
ざ
れ
あ
」

第
二
十
七
回
定
期
総
会

の
実
施

令
和
三
年

一
月
二
十
日

（土
）

静
岡
市

「あ
ざ
れ
あ
」

実
施
内
容

・
静
岡
県
現
代
俳
句
大
賞
表
彰

・
俳
句
大
会
　
　
互
選
七
句

・
俳
句
大
会
終
了
後
、
幹
事
会

※
投
句
締
切
日

〈
「
和
三
年
六
月
二
十
九
日

（火
）

④
中
部
文
学
散
歩

開
催
日

〈
「
和
三
年
十

一
月
十
三
日

（土
）

△
ム
　
場
　
静
岡
市

「も
く
せ
い
会
館
」

吟
行
地
　
駿
府
城
公
園

【役
員
会
の
お
知
ら
せ
】

日
時
　
一ハ
月
五
日

（土
）
十
三
時
三
十
分

場
所
　
静
岡
市

「あ
ざ
れ
あ
」

※
役
員
の
皆
様
、
ご
出
席
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

М
ポ
談
べ
了
躁
蜃
櫻

ミ
　

編
集
室
か
ら

の
お
願

い

沐　次『（集聾「」一の［『ぶげ）の執筆予沐

ヽ
　
次
号

（
一
二
九
号
　
九
月
発
行
）
の
執
筆
予
ヽ

ヽ
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

（敬
称
　
略
）

゛

静
岡
県
現
代
俳
句
協
会
会
報
　
一弔
〓

一八
号

発

″何

〈「
和

三
年

三
月

二
十
五
日

発
行
人
　
滝
　
浪

　
　
　
武

編
集
人
　
口
］

ф
　

由
美

子

事
務
局
　
つ
　

げ
　
一某
　
子

章毒緊枷獅輛
（区資判・̈調９年
下〇．五〇八

滸雹 仄 ダ ⑮
予

珀 珊
《ふ《思ミ`不
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